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〈法人理念〉 
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 令和元年６月２６日～７月３日、ＰｏＭＡ芸術職員＆菅原康匡さん＆康匡さんのお母様総勢９名で、康匡さんの作品が展示さ

れている、フランス・ドゥアルヌネに行って来ました！ギャラリーのあるドゥアルヌネはパリから新幹線で４時間３０分。日本

で言えば東京駅から広島の呉市に行く感覚です！ 

 ドゥアルヌネ滞在中はギャラリーオーナー、アレクサンドラさん＆ジャン・ピエールご夫妻のご自宅にホームステイさせて頂

きき、市内観光や、歓迎会、おいしいお食事など、心からのおもてなしを受けました。 

 菅原さんの作品は全部で８作品が売れていました！滞在中訪れた何軒かのお宅では、絵画やアート作品が当たり前のように飾

られており、芸術を生活に取り入れることが自然に行われている文化がありました。その文化に菅原さんの作品が受け入れら

れ、歓迎され、認められたということに、私たちは本当に感動しました。 

 今回フランスに行くまでに大変お世話になったナイストラベル様、竹腰加奈子様、私たちを快く送り出してくれた同僚たち。 

沢山のみなさんのおかげで宝物のような体験をさせて頂くことができました。この場をお借りして皆様にお礼を申し上げます。

そして、そして、これからも世界に羽ばたいていきます！！ 芸術委員：皆川 

 ※こちらに書ききれなかったフランス旅紀行はＰｏＭＡのホームページブログに載せています。ぜひご覧ください！ 

   https://www.pomamori.com/blog/ 

パリから新幹線で４時間。駅までお迎えに来て下さっ

たアレクサンドラさん御夫妻と、菅原康匡さん。 
菅原さんの作品を購入して下さったマダ

ムの邸宅で歓迎お食事会を開いて下さい

ました！ 

アレクサンドラさんのお母様が、全員にプレゼントして下

さったお手製ドゥアルヌネバッグと、出会いのきっかけに

なった作品、シャイニング。 

ＰｏＭＡで作ったお寿司夫婦

湯呑をプレゼントしました！ 
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チャック（犬）５３歳シリーズ 

我らが誇る大人気キャラクター「チャック（犬）５３歳」

をお皿や箸置きにしたシリーズ。 

どこに行ってもネコに見られてしまいますが、それがまた

楽しさを呼ぶ大人気シリーズです。今これを読んでいるあ

なたもネコだと思っていませんか？ 犬ですよ！チャック

は犬で５３歳ですよ！ 

インドネシアの動物園シリーズ 

こちらはインドネシアに住んでいた通所メン

バー、木村イスマイルさんが描いた動物の絵にイ

ンドネシア語でその動物の名前が書かれているお

皿です。ワシはガルーラ、猫はクチンなどインド

ネシア語も勉強できるかわいいお皿です！ 

チョキチョキシリーズ 

紙をチョキチョキ切るのが大好きなメンバーが切り出す紙の形

がとてもかわいらしかったので、その紙を粘土に置いて模様を

出したシリーズです。切り出される模様のかわいらしさは誰に

も真似できない、まさにアートなお皿です。 

PoMA陶芸御取扱い店 

吉祥寺：nito café 西荻窪：Ｌｏｕｐｅ 藤沢・本鵠沼：グジェゴジェ９ 軽井沢：ＳＲＵＪＥ 

♪その他イベント多数出店♪ 

陶芸活動は毎週火曜日、陶芸家の鈴木佳世先生に指導を受けながらワイワイ活動しています。みなさんが好きな事、

得意な事を作品に落とし込んでいるので、ＰｏＭＡにしか作れない作品が出来上がっています！都内では吉祥寺、西

荻窪、神奈川県の藤沢市、長野県の軽井沢にあるお店でお取り扱いいただき、多くのみなさんに手に取って頂いてい

ます！ 

やえちゃんのレース皿シリーズ 

こちらは我らが馬場八重子施設長が提供したレースを押し当て

て模様を出したお皿です。施設長が大事にしていたレースはど

れも美しく、しっかりとした作りなので、模様がはっきり、き

れいに出るのです。 

ＰｏＭＡの中でもエレガント度高しのお皿。 

施設長への感謝の意を込めてやえちゃんシリーズと呼ばせて頂

いています！ 
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２階は５月７～８日、３階は５月２３～２４日に静岡県伊豆方面へ１泊旅行へ行きました。１日目は２０１５

年に世界文化遺産に登録された韮山反射炉が隣接されている蔵屋鳴沢にて昼食。デザートの抹茶ムースはお茶

処ならではの味で「おいしい！」と皆さん口を揃えて話し、自然と素敵な笑みが浮かんでいました。昼食後は

伊豆・三津シーパラダイスへ！ 

海が目の前に広がるロケーションの水族館で、魚やイルカ、アシカなどが海の中で展示されていました。より

自然に近い様子で過ごしている海の生き物たちをみて「大きい！」「あれ何？」など楽しそうな様子や、広大

な海に「海だー！」ととても嬉しそうな様子が見られました。お土産を購入したり、売店でご当地ソフトク

リームを食べたりとそれぞれで満喫しました。今回の宿泊先は「ホテルサンバレー伊豆長岡」です。大浴場を

貸し切り、ゆっくりと温泉を堪能したり、夕食では海の幸がたくさんの豪華なメニューを味わいました。食後

は旅行の醍醐味！宴会がスタートです。グループ毎に１曲披露したり、職員とデュエットをしたり…大盛り上

がりの宴会となりました。 

朝食後には、清水市のエスパルスドリームプラザ内にある、ちびまる子ちゃんランドへ行きました。ＴＶで観

るちびまる子ちゃんの情景を実際に体験することが出来る場所で、ちびまる子ちゃんのキャラクターになりき

れるコスプレ体験もしました。２階の方はエスパルスドリームプラザ内で自由昼食のため、グループ毎に好き

な場所で、食事場所を決め食べました。海の幸を最後まで楽しむグループや、大好きなお肉を選ぶグループな

ど、グループの特色が出ました。３階はちびまる子ちゃんランド後に、御殿場にありますカメヤにてお蕎麦な

どを楽しみました。おいしいお蕎麦に満足気な様子でした。         (旅行実行委員長 串田 紗希) 
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通所旅行（6/7～8）にて伊豆～箱根・小田原旅行に行きました。 

 １日目は沼津にて班ごとに分かれ、自由昼食を行っています。海鮮丼やお寿司といった港ならではの新鮮なお

魚を使った料理は格別の美味しさでした。 

 昼食後は「三島スカイウォーク」へ移動。ここは日本一の長さを誇る吊り橋として有名な観光地で、富士山を

見れる絶景スポットでもあります。今回は残念ながらお天気に恵まれず、富士山を観ることは叶いませんでした

が、美しい山々を背景に吊り橋を渡るのはなかなかスリリングな体験でした。ご利用者の方々も初めは怖がって

いた方もいらっしゃいましたが、慣れてくると楽しそうなご様子がみられていました。 

 宿泊先のホテル「サンバレー伊豆長岡」では、旅の醍醐味である温泉や露天風呂にゆったりと浸かり、夜はボ

リュームたっぷりの美味しい夕食を堪能しました。そして食後は、旅の一番の楽しみといっても過言ではないカ

ラオケ大会！ リクエストに合わせ、皆さん一曲一曲熱唱されていました。 

 ２日目は箱根・小田原へ。まずは箱根の海賊船に乗船！ 今回運良く、今年の４月から運航が開始されたばか

りの「クイーン芦ノ湖」に乗船することができました。中も外も豪華な装飾で、なんとエレベーター付き。外で

は気持ちの良い風にあたりながら、船内ではふかふかのソファでゆったりと芦ノ湖の景色を楽しみました。その

後は小田原へ移動し、「鈴廣かまぼこ」にてお土産を購入できました。皆さん思い思いに楽しまれたようで、２

日間充実した旅行となりました。                       （旅行委員 辻 あゆみ） 

６月１日土曜日、第４１回練 馬区障害者施設合同の運動会が練馬区立南町小学校で行われました。１８ヶ所の通所施設

から約４００名の利用者さんが参加し、やすらぎの杜からは２５名の方が闘志を燃やして競いました。 

今回、記念Ｔシャツを作成しました。各施設でイラストの募集を行い、選ばれたのが、ねりま高松事業所の兼田由紀子

さんのイラストでした。とても素敵なイラストで、沢山の方が購入し運動会に着て参加して下さいました。 

サプライズゲストのネリマックスの登場にみなさん驚きの表情でしたが、競技の応援や、昼休みにショータイムが開催

されたりと運動会を盛り上げて下さいました。 

 ９種目の競技で優勝を争い、昨年は、私たちがいる白組が優勝したので、連覇を狙うべく、キラキラのボンボンを振り

ながら、大声で応援し、団体競技ではみんなで力を合せて戦いました！ 

 結果、白組が優勝。来年は３連覇を目指し、頑張りたいと思います。参加された利用者さんやご家族の皆様お疲れさま

でした。応援ありがとうございました。                        （担当：丸山 利江） 


